
秋分の日                               2025.9.23. 

 

 秋分の日の朝早く、ウオーキングに出かけ

ました。この夏はあまりにも暑過ぎました。

エアコンの効いた室内で、冷たい飲み物を口

にしながら、椅子に腰掛けて、じっとしてい

ても、体がだるくなり、横になりたいと思っ

た日が続きました。実際に何度も倒れるよう

にベッドに横になりました。 

地球温暖化が急速に進み、異常な気象もあ

ちこちで起こり、一体どうなるのだろうと、

心配です。 

 ９月に入り、そろそろ、朝晩吹く風に涼味を覚えるようになって、長く中断していた早朝ウオ

ーキングを再開しました。お休みしてしまうと、急にはもとには戻れないから、ステップバイス

テップ、と心がけて距離も時間も無理のないところで、と言い聞かせました。私は三日坊主であ

ることを残念ながら認めますし、なにかしようと思うと、後先考えず、遮二無二始めてしまうと

ころがあります。でも、このウオーキングは、空気のひんやり澄んだ早朝に、歩く人も殆どいな

い静かな街並みを、鳩やカラスといっしょに、独占しているような気分です。その上、木々や草

花が爽やかに呼びかけてくれるのです。本当に気持ち良く、続けています。 

 

 今朝は、秋分の日ということで、いよいよ秋到来と、足

取りも軽くなりました。空を見上げると見事な鱗雲でし

た。やはり自然は時季に従ってその表情を見せてくれるの

です。 

この夏、各所で発生した積乱雲は多大な被害を与えまし

たので、雲は危険を知らせるものでもあります。でも、鱗

雲、鰯雲、鯖雲、羊雲などと呼ばれているこの秋の雲は、

やはり、今だからこそ！の喜びを与えてくれます。 

空を見上げるたびに、雲一つない晴天より、雲がある方

が空は美しいと私は思います。 

聖書には雲に関して様々なことが記されていますが、雲に関して私が好きな聖書の言葉ベス

ト 3は以下のとおりです。 

わたしは雲の中にわたしの虹を置く。これはわたしと大地の間に立てた契約のしるしとな

る。（創 9:13）の、神が誰も滅ぼさないとノアに約束された祝福の印である「雲の中の虹」。 

雲を御自分のための車とし／風の翼に乗って行き巡り（詩 104:3）の、詩篇の詩人が主を賛

美して称える神様のイメージの中にある、「神のマイカー」である雲。 

そして、そのとき、人の子が大いなる力と栄光を帯びて雲に乗って来るのを、人々は見る。

(ルカ 21:27)の、主イエスが弟子たちに語られた終末の混乱と不安の中での希望である、主イ

エスが乗って来られる「雲」。思う存分、空を眺めて歩きたい季節になりました。 


